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試 験 種 別 試 験 科 目 専門分野

伝 送 交 換 主 任 技 術 者
専門的能力 交 換

旧第２種伝送交換主任技術者(特例試験)

問１ 電話用ディジタル交換機等に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、加入者線電話用ディジタル交換機の通話路系について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

加入者線電話用ディジタル交換機の通話路系は、集線段通話路と分配段通話路から構成される。

集線段通話路は、 (ア) と (イ) から構成され、 (ア) は、加入者線からのア

ナログ信号をディジタル信号に変換する機能や、着信電話機へ (ウ) を送出する機能など

を有する。また、 (イ) は、加入者線の (エ) に応じて、トラヒックの集束を行って、

分配段通話路へ接続する機能を有する。

分配段通話路は、集線段通話路と中継線間、集線段通話路相互間をディジタル多重信号の形

で交換接続する機能を有する。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 共通線信号 ② 加入者線信号装置 ③ 呼 率

④ 同期回路 ⑤ 集線スイッチ ⑥ 分散制御方式

⑦ 主記憶装置 ⑧ 応答率 ⑨ 中央制御装置

⑩ トランクメモリ ⑪ 加入者回路 ⑫ 呼出信号

⑬ 集中制御方式 ⑭ 押しボタンダイヤル信号 ⑮ 呼出音

⑯ エラー率

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話用ディジタル交換機の加入者回路におけるＢＯＲＳＣＨＴ機能について述べた次のＡ～

Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＢＯＲＳＣＨＴ機能の Ｂ は、Ｂattery feedの略で、通話電流の供給のほか、ダイヤル

パルス受信時に必要となる直流電流の供給などを行う機能である。

Ｂ ＢＯＲＳＣＨＴ機能の Ｓ は、Ｓignalingの略で、発信音、呼出信号、話中音などを送出

する機能である。

Ｃ ＢＯＲＳＣＨＴ機能の Ｃ は、Ｃoderの略で、変調器と復調器から成るアナログ－ディジ

タル変換を行う機能である。

＜ ＞(オ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話用ディジタル交換機において、一般に、ｎ多重の時間スイッチは、ｎ×ｎの格子スイッ

チに相当し、音声１チャネルの標本化された各ディジタル信号が、８ビットで符号化されてい

るとき、多重化されるチャネル数ｎは次式で表される。

ＴＰ
ｎ ＝

Ｃ８Ｙｔ
(凡 例)

Ｔ：音声信号の標本化周期

Ｙ：スイッチアクセス回数

ｎについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ８ kＨz で標本化を行う場合、Ｔ＝１２５ である。ms

Ｂ Ｐは、同時に交換される並列化したビット数を表し、Ｐの値は、４以下である。

Ｃ ｔ は、通話メモリの動作周期を表す。Ｃ

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話用ディジタル交換機の呼処理プログラムの概要について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(キ) 。

Ａ 呼には、空き、ダイヤル数字受信中、呼出中、通話中等の安定した状態があり、呼処理プ

ログラムはこれらの状態において、処理要求を監視・分析し、次の状態遷移に必要な処理を

行うことにより、交換接続動作を実現している。

Ｂ 内部処理プログラムは、発呼、応答、切断等の加入者線又は中継線の変化を検出するプロ

グラム等で構成される。

Ｃ 出力処理プログラムは、入力処理プログラムにより検出された処理要求に基づき、接続形

態の決定等を行う機能を有し、ダイヤル数字を翻訳するプログラム等で構成される。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＤＳＬの変調方式などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) で

ある。

＜ ＞(ク)の解答群

① ＣＡＰ方式は、上り信号と下り信号に、搬送波を一つずつ割り当てる方式である。

② ＤＭＴ方式は、上り信号と下り信号とを、異なる周波数帯域を使って伝送する周

波数分割の方法を採用している。

③ ＩＴＵ－Ｔで標準化されたＧ.９９２.１(G.dmt)及びＧ.９９２.２(G.lite)は、

いずれもＤＭＴ方式が用いられている。

④ フルレート規格は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ.９９２.２(G.lite)で規定されている。

問２ Ｎｏ.７信号方式に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、Ｎｏ.７信号方式のレベル２について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

Ｎｏ.７信号方式のレベル２は、 (ア) といわれ、相手信号局との間で誤りのないメッセ

ージの転送を行う機能を持つ。

レベル２の信号ユニットには、ＦＩＳＵ、ＬＳＳＵ及びＭＳＵの３種類が規定されている。

このうち、 (イ) で転送されるメッセージの中には、ルート選択などを行うためのルーチ

ングラベルが含まれ、このルーチングラベルは、ＯＰＣ(発信号局番号)、ＤＰＣ(着信号局番

号)及び (ウ) から成る。また、 (エ) は、相手局からの送達確認が一定時間以内に

得られない場合、ふくそうが発生した場合、伝送誤りが多いときにリンクの初期設定やリンク
．．．．

の伝送品質試験を行う場合などに送出される。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ＳＩ(サービス表示) ② ＬＳＳＵ ③ ＳＬＳ(信号リンク選択番号)

④ 信号リンク機能部 ⑤ ＩＳＵＰ ⑥ 信号網機能部

⑦ 同期状態 ⑧ ＭＳＵ ⑨ ＳＩＯ(サービス情報オクテット)

⑩ 信号データリンク部 ⑪ ＴＵＰ ⑫ Ｆ(フラグ)

⑬ メッセージ順序 ⑭ ＦＩＳＵ ⑮ 信号メッセージ処理部
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(２) 次の文章は、信号ユニット及び信号リンクについて述べたものである。 内の(オ)～

(キ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×３＝９点)

(ⅰ) 信号ユニットにおける各フィールドの概要等について述べた次の文章は、 (オ) が正し

い。

＜ ＞(オ)の解答群

① 信号ユニットにおけるＦＩＳＵ、ＬＳＳＵ及びＭＳＵの識別は、ＬＩ(信号長表

示)で識別され、ＬＩ＝０のときはＬＳＳＵを表す。

② ＦＳＮ(順方向シーケンス番号)は、送信される信号ユニットの順序を示し、受信

側ではＦＳＮの番号の不連続により、信号のエラーを検出する。ＦＳＮは、０から

１,０２３の範囲をサイクリックに使用する。

③ 受信側で信号のエラーを検出したときは、ＢＩＢ(逆方向状態表示ビット)を反転

することにより送信側に伝える。送信側では、正確に受信された信号ユニットの次

の信号ユニットから再送する。

④ ＰＲＩ(優先度表示)は、送出優先度を表し、０は最優先信号を、３は非優先信号

を示す。

(ⅱ) 信号ユニットにおけるフラグ同期等について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 信号ユニットは、開始フラグで始まり、終結フラグで終了する。連続する信号ユニット間

では、ある信号ユニットの終結フラグが、次の信号ユニットの開始フラグを兼ねることがで

きる。

Ｂ 受信した信号ユニットは、フラグによってその開始位置を識別するが、フラグとデータ部

を混同しないように、送信側でデータ部に １ が６個連続した場合は、その直後に０を挿入

しているので、受信側では０を抜き取ってデータを再構成する。

Ｃ 信号ユニットの誤り検出は、ＣＲＣ符号によリ行うが、８ビット以下のバースト誤りまで

しか検出できない。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) 信号リンクにおける初期設定手順について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 信号リンクの初期化では、ＳＩＯ、ＳＩＥ及びＳＩＯＳの三つのリンク状態表示が、

ＦＩＳＵによって相互に交換される。

Ｂ 信号リンクを起動後、相手局からＳＩＯ又はＳＩＥを受信したときに、信号リンクの初期

設定並びに検証のために送出するリンク状態表示は、ＳＩＯが使用される。

Ｃ 工事等で自局が送受信不可能な状態にあることを、相手局に知らせるときに送出するリン

ク状態表示は、ＳＩＥが使用される。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

信号網管理について述べた次の文章は、 (ク) が正しい。

＜ ＞(ク)の解答群

① 信号網が故障、ふくそうの際に、早急に信号トラヒックのそ通を確保する必要が
．．．．

あり、このために必要な各種手順がレベル１に規定されている。

② 信号ルート故障の通知には、ルート故障を検出した信号中継局から転送禁止信号

を周辺の信号局に送出し、故障の回復時には、転送許可信号を送出する。

③ 信号ルートのふくそう時、ふくそうを検出した信号中継局は、周辺の信号局に信
．．．． ．．．．

号ルートセット試験信号を送出し、ふくそうの通知を行う。ふくそうの状況から回
．．．． ．．．．

復したときは、当該信号中継局は、転送許可信号を周辺の信号局に送出し、ふくそ
．．．

う回復の通知を行う。
．

④ 二つの信号局間に設定された信号リンクが故障した場合、使用不可能となった信

号リンクに関するトラヒックを別の信号リンクに移す必要があるが、このとき、故

障リンクとは別の信号リンクで、切替信号と、切替信号に対する応答を示す切戻し

確認信号とがやりとりされる。
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問３ ＩＰ電話等に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＰ電話の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＰ電話を実現する主な技術には、アナログの音声をディジタルデータに変換する (ア)

技術、そのデータをＩＰパケットにのせてインターネットに送り出すパケット化技術、ＩＰア

ドレスを使って相手と仮想的な通話回線を確立する (イ) 技術などがある。

これらの技術をまとめて標準化した仕様として、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３などがある。

ＩＰ電話では、相手先の電話番号とＩＰアドレスを変換する仕組みが不可欠である。クライ

アント数が多い企業やプロバイダにおけるＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３に準拠したＩＰ電話では、

電話番号とＩＰアドレスを管理・運用する (ウ) を設置し、 (エ) からの問い合わせ

に対して、電話番号からＩＰアドレスへの変換などを行い、 (エ) にＩＰアドレスを通知

する。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ＩＳＤＮ端末 ② ＦＡＸ ③ 高速化 ④ ビデオオンデマンド

⑤ 呼制御 ⑥ Ｘ.２５ ⑦ ゲートキーパ ⑧ パケット交換機

⑨ ＡＴＭ交換機 ⑩ 符号化 ⑪ サブアドレス ⑫ コールセンター

⑬ 復号化 ⑭ Ｘ.７５ ⑮ ＶｏＩＰゲートウェイ

(２) 次の文章は、ＩＰ電話について述べたものである。 内の(オ)、(カ)に適したものを、

下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) ＳＩＰ(Session Initiation Protocol)及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３について述べた次のＡ

～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＳＩＰは、ＩＥＴＦで標準化されており、ＳＩＰにおけるメッセージの大半は、バイナリ

形式で記述される。

Ｂ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３は、端末同士の呼制御や音声・映像の符号化方法などを規定した

複数のプロトコルから構成される。

Ｃ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３に準拠した通信システムの構成要素の一つであるＨ.３２３ＭＣＵ

(Ｍultipoint Ｃontrol Ｕnit)は、多地点通信(三つ以上の端末で行う通信)を実現するため

に必要な機能を提供する。

＜ ＞(オ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅱ) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３に準拠したＩＰ電話における音声の符号化、パケット化等の勧告や

プロトコルについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

＜ ＞(カ)の解答群

① 音声の符号化方式の一つに、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ.７１１で規定される６４ kbit／s

の伝送速度を持つＰＣＭによる符号化方式がある。

② ＩＰ電話の音声パケットは、リアルタイム性が要求されるため、トランスポート

層のプロトコルとして、ＴＣＰではなくＵＤＰを使用し、トランスポート層の上位

プロトコルとして、ＲＴＰを使用して送信される。

③ ＴＣＰでは、ＩＰパケットの送達確認は行わないが、ＵＤＰでは、ＩＰパケット

の送達確認を行い、送信できなかった場合には、再送する。

④ ＲＴＰは、音声や動画などのリアルタイムデータを送るためのプロトコルで、遅

延の大きいパケットを廃棄するなどの機能を有する。

(３) 次の文章は、ＴＣＰ／ＩＰの階層モデル及びＩＰアドレス(ＩＰｖ４)について述べたものであ

る。 内の(キ)、(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を

記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 広義のＴＣＰ／ＩＰの階層モデルについて述べた次の文章は、 (キ) が正しい。

＜ ＞(キ)の解答群

① 最上位層に位置づけられるのがネットワークインタフェース層であり、隣接する

ノード間の伝送路上での通信を実現する機能を有する。

② インターネット層は、ＩＰパケットなどのルーチングを行う機能を有し、この層

におけるプロトコルにＩＰがある。

③ トランスポート層は、異なるホスト上に存在するアプリケーション間の通信を可

能とし、この層におけるプロトコルにＴｅｌｎｅｔがある。

④ アプリケーション層には、特定のアプリケーションに利用される数多くのプロト

コルがあり、ファイル転送用のＦＴＰ、ネットワーク管理用のＳＭＴＰ、電子メー

ル転送用のＳＮＭＰなどがある。
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(ⅱ) ＩＰアドレス(ＩＰｖ４)について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ３２ビットの２進数で構成されるＩＰアドレスは、ネットワーク部とホスト部に分かれ、

ネットワーク部は所属するネットワークを区別し識別するために用い、ホスト部は所属する

ネットワーク内のコンピュータなどを識別するために用いる。

Ｂ ＩＰアドレスは、通常、８ビットごとに区切り、各項目を１６進数で表し、その間をピリ

オドでつないで表記する。

Ｃ ＩＰアドレスには幾つかのクラスがあり、このうち、クラスＡは小規模ネットワーク用、

クラスＢは中規模ネットワーク用、クラスＣは大規模ネットワーク用として使用される。ま

た、ネットワーク部のビット数は、クラスに関係なく固定である。

＜ ＞(ク)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

問４ ＡＴＭに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＡＴＭ網におけるＯＡＭ機能の概要について述べたものである。

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＡＴＭ網におけるＯＡＭ機能において、故障管理機能には、 (ア) 、コンティニュイテ

ィチェック機能、 (イ) がある。

(ア) は、物理レイヤ又は (ウ) の転送機能に故障が発生した場合に、ＶＰやＶＣ

が使用できないことを通知する機能である。具体的には、物理レイヤ又は (ウ) の故障を

検出した装置から、ＶＰ又はＶＣに対して故障を表示する (エ) を送出することで実現す

る。

コンティニュイティチェック機能は、ＶＰやＶＣが導通しているかを常時監視する機能であ

る。ＡＴＭ網では、送信側終端点からユーザセルを流さない場合は、原理的に受信側終端点に

は何も届かない。このため、ＶＰやＶＣが正常か否かを、受信側では判定できないことになる。

コンティニュイティチェック機能を用いれば、このような場合でも、ＶＰやＶＣの導通を常時

確認できる。

(イ) は、ＶＰやＶＣ上の任意の指定区間における導通確認を、サービスを中断するこ

となく行う機能であり、主に部分区間の導通確認及び故障点の特定に用いられる。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ＡＡＬ ② 上位レイヤ ③ 警報転送機能 ④ シーケンス番号

⑤ 非優先セル ⑥ ＯＡＭセル ⑦ 管理プレーン ⑧ ループバック機能

⑨ 優先セル ⑩ ユーザセル ⑪ 性能監視機能 ⑫ 起動／停止機能

⑬ システム管理機能 ⑭ ＡＴＭレイヤ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＴＭセルの品質について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 複数のＡＴＭコネクションのセルの多重化やＯＡＭセルの挿入により、セルの遅延時間が

一定でなくなることにより、いわゆる、ゆらぎが表れる。
．．．

Ｂ ＵＰＣ(Usage Parameter Control)の一つの方式であるスライディングウィンドウ方式で

は、セルが一時的に急増しバッファからあふれると、規定値違反と判定される。

Ｃ 網内で生ずるセル損失の原因には、大別して、セルヘッダ誤りによるものとＡＴＭノード

(交換ノード、クロスコネクトなど)のバッファオーバフローによるものがある。セルヘッダ

誤りについては、ヘッダにＨＥＣ機能を付加してヘッダ情報を保護している。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＴＭレイヤサービスについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) であ

る。

<(カ)の解答群>

① ＣＢＲは、ＰＣＲ(Peak Cell Rate)を定め、ＣＴＤ(Cell Transfer Delay)、

ＣＤＶ(Cell Delay Variation)及びセル損失率を保証するサービスである。

② ＶＢＲは、ＰＣＲの他にＳＣＲ(Sustainable Cell Rate)、ＭＢＳ(Maximum

Burst Size)を定め、可変速度符号を用いた音声／映像転送や蓄積型データ通信を

想定しているサービスであるが、セル損失率は保証していない。

③ ＵＢＲは、基本的に品質を保証しないが、ファイル転送や電子メールなどの非リ

アルタイムデータ転送アプリケーションに適したサービスである。

④ ＡＢＲは、ＲＭセル(Resource Management Cell)を用いて、ＭＣＲ(Minimum

Cell Rate)を保証した上、ＭＣＲとＰＣＲの間に収まるように速度調整されること

から、空きの帯域幅をできるだけ利用したいユーザに便利なサービスである。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＴＭレイヤのＯＡＭセルについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ)

である。

＜ ＞(キ)の解答群

① ＯＡＭセルは、対象ＶＰ又はＶＣのユーザセルとともに転送されるため、ユーザ

情報と識別することが必要となる。

② ＶＰ用ＯＡＭセルでは、対象ＶＰのＶＰＩ値が与えられ、ユーザセルとの識別の

ために特定のＶＣＩ値が与えられる。

③ ＶＣ用ＯＡＭセルでは、対象ＶＣと同一のＶＰＩ値及びＶＣＩ値が与えられ、ユ

ーザセルとの識別のために特定のＣＬＰ値が与えられる。

④ ＯＡＭセルのペイロードの先頭バイトは、どのＯＡＭ種別のＯＡＭ機能に用いる

セルなのかを識別する領域であり、ペイロードの残りの領域には、各ＯＡＭ機能で

個別に定義される情報及び誤り検出ビットなどが挿入される。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＯＳＩ参照モデルに準拠したＡＴＭ網のプロトコル構成について述べた次のＡ～Ｃの文章

は、 (ク) 。

Ａ ＡＴＭ網のプロトコルは、レイヤとプレーンでモデル化されており、プレーンは、制御プ

レーン、ユーザプレーン及び管理プレーンから構成される。このうち、管理プレーンは

ＡＴＭ網の監視情報や各種統計資料の収集などのために使用されるプロトコルである。

Ｂ 制御プレーンは、端末とＡＴＭ網との間で呼やコネクションの接続、解放などを制御する

ために使用するプロトコルである。制御プレーンは、物理レイヤ及びＡＴＭレイヤの二つの

レイヤのみに機能を提供する。

Ｃ ユーザプレーンは、ユーザがＡＴＭ網を介してユーザ情報を送受するために使用するプロ

トコルである。ユーザプレーンは、物理レイヤから上位レイヤのユーザ間プロトコルまでの

すべてのレイヤに機能を提供する。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問５ 通信トラヒックに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、出線能率等について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適した

ものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

出回線数ｎに対して、ａの呼量が加わった場合のそ通呼量をａ とすると、出線能率ηは、Ｃ

(ア) ％ で表される。

１回線による (イ) は１アーランであるため、ηは、０≦η≦１となる。したがって、

出回線数ｎを一定にして、加わる呼量ａを増大していくと、そ通呼量ａ は次第にｎに近づいてＣ

いく。しかしながら、出線能率ηが１に近づくに従って、生起した呼の出回線ふさがりに遭遇
．．．．

する割合は、急激に (ウ) 。

即時式の系においては、ａ－ａ で表される損失呼量と加わる呼量との比をサービス尺度としＣ

ており、これは (エ) といわれる。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群
Ｃａ

① η＝ ×100 ② 減小する ③ 待ち合わせ率 ④ 最小そ通呼量
ｎ
Ｃａ

⑤ η＝ ×100 ⑥ 呼損率 ⑦ 平均そ通呼量 ⑧ アーランＢ式
ａ
ａ

⑨ η＝ ×100 ⑩ 増加する ⑪ 変動要因 ⑫ 変化しない
ｎ
ａ

⑬ η＝ ×100 ⑭ 管理目標 ⑮ 最大そ通呼量
Ｃａ

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ランダム呼の生起する条件等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ)

である。

＜ ＞(オ)の解答群

① いつの時点でも呼が生起する確率は、同じである。

② ある呼が生起する確率は、その前に生起した呼の数により変動する。

③ 十分短い時間をとれば、その間に二つ以上の呼が生起する確率は、無視で

きるほど小さい。

④ 任意の時間間隔における呼が生起する確率は、ポアソン分布となる。
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(３) 次の文章は、即時式完全線群におけるトラヒックについて述べたものである。 内の

(カ)、(キ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 呼量等について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ そ通呼量は、出回線群の各瞬間の同時接続数の総和を、測定回数で除したものに等しいと

みなすことができる。

Ｂ 生起した呼が回線群を占有した延べ保留時間は、呼量といわれる。

Ｃ 生起した呼が回線群を捕そくしてから開放するまでの時間は、保留時間といわれる。
．．

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) 即時式完全線群において、下記の条件に従い、呼損率を０.０１以下にするための出回線数

を求めた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

(条 件)

平均保留時間３分の呼が、１時間に４０呼生起したものとする。a

即時式完全線群の呼損率は、下記の負荷表で与えられる。b

即時式完全線群負荷表 単位：アーラン

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ0.01 0.01 0.01 0.01ｎ ｎ ｎ ｎ

1 0.010 11 5.160 25 16.125 75 60.728

2 0.153 12 5.876 30 20.337 80 65.363

3 0.456 13 6.607 35 24.638 85 70.016

4 0.870 14 7.352 40 29.007 90 74.684

5 1.361 15 8.108 45 33.432 95 79.368

6 1.909 16 8.875 50 37.901 100 84.064

7 2.501 17 9.652 55 42.409 105 88.773

8 3.128 18 10.437 60 46.950 110 93.493

9 3.783 19 11.230 65 51.519 115 98.223

10 4.461 20 12.031 70 56.112 120 102.964

(凡 例) ：呼損率 ｎ：出回線数Ｂ

Ａ 呼量が２.０アーランであり、７回線以上必要である。

Ｂ 呼数が８０呼に増加した場合、９回線あればよい。

Ｃ 呼数が４０呼で平均保留時間が１.５分に減少した場合、４回線あればよい。
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＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ある待時系の通信システムにおいて、４.０アーランの呼量が加わり、これを処理する装置の

平均保留時間が５秒、平均待ち合わせ時間が０.３秒以下であった。この通信システムについて、

下図から最も少ない設備数を算出すると、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① ５台 ② ６台 ③ ７台 ④ ８台

0.70.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

ｎ＝ １ ｎ＝ ２
ｎ＝  ３

ｎ＝  ４
ｎ＝  ５
ｎ＝  ６
ｎ＝  ７
ｎ＝  ８
ｎ＝  ９
ｎ＝１０
ｎ＝１１
ｎ＝１２

使用率(ａ／ｎ)

0.002

0.004

0.006
0.008
0.01

0.02

0.04

0.06
0.08
0.1

0.2

0.4

0.6
0.8
1.0

0.8

（
Ｗ
／
ｈ
）

平
均
保
留
時
間
を
単
位
と
し
て
表
し
た

平
均
待
ち
合
わ
せ
時
間

(凡　例)　
  ａ：加わる呼量    ｎ：台　数    Ｗ：平均待ち合わせ時間    ｈ：平均保留時間


